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同 窓 会 館 竣 工！
名称は、公募112点から 「鳩陵 （きゅうりょう） 会館」 に

同
窓
会
館
建
設
の
ご
協
力
に
、
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
六
）

会　
長
　
赤
　
地
　
憲
　
一
（
高
17
回
）

　

会
員
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
段
、
心

よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
母

校
の
た
め
に
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、同
窓
会
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
員
各
位
の
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
、
去
る

１
月
20
日
竣
工
し
、「
鳩
陵
会
館
」
に
て
業

務
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
落
成
式
典
を
来

る
３
月
18
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
８
カ
月
前
の
昨
年
５
月
15

日
に
、
当
地
権
者
の
神
尾
房
子
様
の
深
い
ご

理
解
を
賜
り
、
創
立
以
来
の
悲
願
で
あ
る
会

館
建
設
場
所
を
こ
の
地
に
定
め
、
工
を
起
こ

し
、
そ
し
て
今
、
そ
の
竣
工
を
み
た
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
建
設
委

員
会
の
吉
川
委
員
長
は
じ
め
相
談
役
、
各
委

員
に
は
、
県
下
各
地
の
会
館
を
視
察
し
、
そ

の
長
を
と
り
、
短
を
補
い
、
執
務
能
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
在
校
生
諸
君
の
使
用

に
も
留
意
し
て
、
可
能
な
限
り
の
諸
設
備
を

整
え
る
こ
と
に
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
、母
校
愛
に
篤
い
篤
志
家
皆
様
、

支
部
長
・
理
事
各
位
を
は
じ
め
、
同
窓
生
皆

様
の
格
別
な
ご
支
援
を
賜
り
、
ま
た
、
本
工

事
を
お
請
け
負
い
い
た
だ
い
た
㈱
春
原
木

材
・
春
原
明
社
長
様
に
は
技
術
の
粋
を
充
分

に
駆
使
さ
れ
、
無
事
に
、
安
全
に

竣
工
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春
原
木

材
様
は
、明
る
い
社
風
の
中
に
も
、

誠
実
で
木
材
に
対
す
る
深
い
愛
情

が
込
め
ら
れ
、厳
し
さ
の
中
に
も
、

社
長
様
、
設
計
士
様
は
じ
め
皆
様

に
は
、
我
ら
の
願
い
を
お
聞
き
く

だ
さ
る
、
柔
軟
な
ご
対
応
を
い
た

だ
き
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
上
は
、
輝
か
し
い
伝
統
を

有
す
る
本
同
窓
会
の
、
同
窓
会
館

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
思
う
時
、

そ
の
責
任
の
い
よ
い
よ
重
く
、
い

よ
い
よ
大
き
く
な
る
こ
と
を
痛
感

す
る
者
で
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

◆

　

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五

作
先
生
（
母
校
勤
務
：
大
正
12

年
・
１
９
２
３
年
～
昭
和
30
年
・

１
９
５
５
年
）
に
つ
い
て
書
か
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

末
、
会
館
建
設
の
御
寄
附
依
頼

に
、
長
野
市
の
老
人
保
健
施
設

「
コ
ス
モ
ス
」
理
事
長
の
清
水
健

先
生
（
高
３
回
・
名
大
医
・
心
臓

外
科
）
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
校
時
代
の
懐
旧
談
と

と
も
に
、
鮮
明
に
よ
み
が
え
る
記

憶
と
し
て
お
話
し
下
さ
っ
た
こ
と

は
、
長
谷
川
先
生
が
、
も
ろ
こ
し

の
遺
伝
子
が
、
コ
ル
ヒ
チ
ン
と
い

う
物
質
に
よ
っ
て
突
然
変
異
を
お

こ
す
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
を
実
験

で
実
証
し
て
見
せ
た
こ
と
で
「
終

戦
直
後
の
昭
和
25
年
、
物
資
の
不

足
し
て
い
る
時
代
に
コ
ル
ヒ
チ
ン

を
ど
う
や
っ
て
入
手
し
て
い
た
の

か
、
ま
た
こ
の
予
測
を
ど
ん
な
文

献
で
調
べ
て
い
た
の
か
不
思
議
な

こ
と
で
、
時
々
思
い
浮
か
べ
て
い

ま
す
。」
と
述
懐
さ
れ
た
。

◆

　

会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
、
ま
た
会

館
建
設
の
ご
寄
附
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ひ
き
続
き
、
も
う
一
歩
の

ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

落成式は３月18日㈰
　平成29年５月に着工して建設が進められていた会館は、
８カ月の工期を経て、同年12月に完成し、30年１月20日に
竣工のご神事をとり行い、旧事務局からの移転が完了しま
した。これに先立つ12月10日㈰には、役員・支部長・理事
らに向けた内覧会が開催され30余名の参加者が訪れ「木の
ぬくもりが素晴らしい」など好
評価を戴きました。会館の名称
は、公募から選ばれた「鳩陵会
館」が、この日の７割の参加者
から支持をいただき、これに決
定することになりました。
　落成式典は３月18日（日・午
前）に挙行いたします。支部
長・役員皆様、高額ご寄付者に
はご案内申し上げますが、どな
たでも参加できます（その場合
ご一報いただければ幸いです）。

事
務
局
移
転

　

新
装
な
っ
た
鳩
陵
会
館
に
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
、

同
窓
会
事
務
局
が
移
転
し
た
。
事
務
的
な
仕
事
は
１
月

22
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。〔
事
務
局
の
新
住
所
〕

　
〒
３
８
７
―
０
０
０
７　

千
曲
市
大
字
屋
代
８
５
９
番
地
10

（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

特
別
番
組
を
３
月
31
日 （
又
は
４
月

１
日
） に
放
映�

長
野
朝
日
放
送

　
ａ
ｂ
ｎ
長
野
朝
日
放
送
制
作
の
「
悲
願
の
同
窓

会
館
建
設
」
が
、
３
月
31
日
（
場
合
に
よ
っ
て
は

４
月
１
日
）
に
放
映
さ
れ
ま
す
。

同
窓
会
館
の
名
称

「
鳩
陵
会
館
」 に
決
定

　

同
窓
会
館
の
名
称
公
募
に
当
た

り
、
10
月
の
末
ま
で
に
１
１
２
点

の
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
慎
重
審
査

の
結
果
、
以
下
の
よ
う
に
決
定
し

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

特
別
賞
「
鳩
陵
会
館
」（
２
名
）

　

２
年
１
組�

塩
谷　

美
咲

　

２
年
４
組�
橋
詰
い
ち
歩

ア
イ
デ
ィ
ア
記
念
賞

　
「
鳩
友
会
館
」・「
悠
鳩
館
」

　
「
翔
鳩
会
館
」

　

１
年
４
組�

恩
田
有
佳
子

　

１
年
７
組�

近
藤　

理
彦

　

１
年
２
組
保
護
者

�

中
條
さ
を
り

　

職
員�

宮
﨑　

美
裕

佳　
作

　

中
学
２
年
Ｂ
組�

寺
島　

綺
乃

目
標
額
１
億
円
ま
で
あ
と
７
０
０
万
円

　

別
掲
の
表
の
ご
と
く
、
同
窓
会
員
各
位
か
ら
の
多
大

な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
御
寄
付
額
は
９
、０
０
０
万
円

を
超
え
、
目
標
の
１
億
円
ま
で
あ
と
一
息
（
７
０
０
万

円
余
）
の
所
ま
で
来
ま
し
た
。
御
寄
付
の
受
け
付
け
は

継
続
し
て
お
り
ま
す
。
ひ
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔
お
振
込
先
〕
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
０
５
８
０ 

・
９ 

・
１
０
２
５
０
７

　
　
　
　

 

屋
代
高
等
学
校
同
窓
会
館
建
設
募
金

人数

屋代高校同窓会館建設寄付・学年回期別集計額

会
員
以
外

高
校
6
8

高
校
6
7

高
校
6
6

高
校
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5

高
校
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4

高
校
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高
校
6
2

高
校
6
1

高
校
6
0

高
校
5
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高
校
5
8

高
校
5
7

高
校
5
6

高
校
5
5

高
校
5
4

高
校
5
3

高
校
5
2

高
校
5
1

高
校
5
0

高
校
4
9

高
校
4
8

高
校
4
7

高
校
4
6

高
校
4
5

高
校
4
4

高
校
4
3

高
校
4
2

高
校
4
1

高
校
4
0

高
校
3
9

高
校
3
8

高
校
3
7

高
校
3
6

高
校
3
5

高
校
3
4

高
校
3
3

高
校
3
2

高
校
3
1

高
校
3
0

高
校
2
9

高
校
2
8

高
校
2
7

高
校
2
6

高
校
2
5

高
校
2
4

高
校
2
3

高
校
2
2

高
校
2
1

高
校
2
0

高
校
1
9

高
校
1
8

高
校
1
7

高
校
1
6

高
校
1
5

高
校
1
4

高
校
1
3

高
校
1
2

高
校
1
1

高
校
1
0

高
校
９

高
校
８

高
校
７

高
校
６

高
校
５

高
校
４

高
校
３

高
校
２

高
校
１

併
設
中
学
２

併
設
中
学
１

中
学
2
2

中
学
2
1

中
学
2
0

中
学
1
9

中
学
1
8
・
４
年
制

中
学
1
8
・
５
年
制

中
学
1
7

中
学
1
6

中
学
1
5

中
学
1
4

中
学
1
3

中
学
1
2

中
学
1
1

中
学
1
0

中
学
９

中
学
８

中
学
７

中
学
６

中
学
５

中
学
４

中
学
３

中
学
２

中
学
１

金額

1 1 1 1 3 3 2 2 4 4 6 6 8 8 

19 19 17 17 

3 3 
10 10 
15 15 
7 7 
1 1 1 1 5 5 

30 30 
22 22 

58 58 59 59 

44 44 
54 54 

82 82 

57 57 57 57 
64 64 
54 54 

67 67 

52 52 

73 73 

59 59 

76 76 

55 55 

105 105 

60 60 
67 67 

40 40 
35 35 37 37 

47 47 

34 34 
44 44 

32 32 

43 43 
49 49 

70 70 

36 36 32 32 
40 40 
33 33 
39 39 
31 31 
22 22 
30 30 31 31 

24 24 27 27 
30 30 32 32 26 26 

17 17 20 20 17 17 21 21 
11 11 
17 17 18 18 16 16 

10 10 12 12 12 12 12 12 14 14 12 12 
16 16 15 15 

10 10 7 7 11 11 
16 16 
7 7 

20 20 

5 5 
0

20

40

60

80

100

120

0
300,000
600,000
900,000
1,200,000
1,500,000
1,800,000
2,100,000
2,400,000
2,700,000
3,000,000
3,300,000
3,600,000
3,900,000
4,200,000
4,500,000
4,800,000
5,100,000
5,400,000
5,700,000
6,000,000
6,300,000
6,600,000
6,900,000
7,200,000
7,500,000
7,800,000
8,100,000
8,400,000
8,700,000
9,000,000
9,300,000
9,600,000
9,900,000
10,200,000
10,500,000
10,800,000
11,100,000
11,400,000
11,700,000
12,000,000
12,300,000
12,600,000
12,900,000
13,200,000
13,500,000

平成29年12月末現在

―
こ
れ
が
鳩
陵
会
館
！

《
外
観
》

屋
根
と
窓
に
特
徴

・
一
階
床
面
積
１
４
９
・９
７
㎡

　

（
４
５
・３
７
坪
）

・
二
階
床
面
積
（
同
右
）

・
延
床
面
積
２
９
９
・９
４
㎡

　

（
９
０
・６
４
坪
）

・
敷
地
面
積
３
８
１
・４
０
㎡

　

（
１
１
５
・３
７
坪
）

・
屋
根
は
鉄
板
葺
き
。
切
妻
造
り

で
は
あ
る
が
、
屋
根
の
隅
に

羽
根
が
生
え
た
よ
う
な
独
特

の
形
。

時
計
塔
―
安
田
講
堂
モ
デ
ル
の

総
タ
イ
ル
張
り
。
電
波
時
計
が
中

央
に
懸
け
ら
れ
、
夜
に
は
そ
れ
が

情
緒
豊
か
に
光
る
。

《
一
階
》

玄
関
扉
―
材
は
青
ダ
モ
で
重
厚

な
造
り
。
取
っ
手
は
黒
檀
。
入
口

に
ラ
ン
タ
ン
に
似
た
ラ
ン
プ
が

四
つ
。

玄
関
ホ
ー
ル
―
入
っ
た
正
面
に

書
か
絵
画
が
飾
ら
れ
る
予
定
。
芯

柱
は
七
寸
角
の
い
ち
い
材
。
も
う

一
方
は
檜
の
む
き
丸
太
。
そ
し
て

肘
掛
け
板
は
桜
。《「
桜
咲
く
」
と

合
格
し
た
屋
高
生
が
「
檜
舞
台
」

で
「
一
位
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
》

と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
の

こ
と
。

事
務
局
―
約

二
十
畳
の
広

さ
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
。
南

向
き
の
窓
が
大
き
い
。
東
京
支
部

提
供
の
床
暖
房
で
暖
か
。

第
一
会
議
室
―
約
十
六
畳
で
20

名
く
ら
い
の
会
議
が
で
き
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
集
会
や
講
義
に
も

利
用
が
で
き
る
。

第
二
会
議
室
―
約
十
一
畳
。
椅
子

は
８
名
分
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
相

談
事
業
等
に
活
用
が
で
き
る
。

ト
イ
レ
―
一
階
に
男
性
用
、
女
性

用
、
多
目
的
用
と
三
カ
所
。
入
口

を
通
過
す
る
と
自
動
で
ラ
イ
ト
が

点
く
。
こ
こ
も
床
暖
房
。

シ
ャ
ワ
ー
室
―
手
前
に
更
衣
室
、

奥
が
シ
ャ
ワ
ー
室
に
な
っ
て
い

る
。

階
段
・
窓
―
七
段
上
が
る
と
踊
り

場
。
階
段
の
壁
に
は
徳
永
七
葉
さ

ん
（
高
58
回
）
の
絵
画
「
読
書
す

る
友
」
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
瀟
洒

な
長
い
窓
が
印
象
的
。

《
二
階
》

鳩
陵
ホ
ー
ル
（
大
会
議
室
）

　

約
七
十
一

畳
。
ほ
ぼ

１
０
０
名
を

収
容
で
き

る
。
椅
子
な

ど
を
収
め
る

ス
ペ
ー
ス
を

備
え
て
い

る
。
ト
ラ
ス

構
造
の
天
井
は
高
く
、
剥
き
出
し

の
檜
の
太
い
棟
木
に
交
差
す
る
梁

が
六
本
。
が
っ
ち
り
と
し
た
逞
し

い
印
象
を
与
え
る
。
同
窓
会
の
会

議
だ
け
で
な
く
、
生
徒
の
学
習
室

と
し
て
も
利
用
い
た
だ
け
る
。

平成29年度　The People of the Year
「今年活躍した人」賞

候補者名
（敬称略） 卒業回期 現　職　等 備　　　　　考

清水　　健 高校第３回 医療法人「コス
モス」理事長

心臓外科医が、84歳にして文学書
『ゴッドハンド愛の誓い』を出版。

柳澤　昭雄 高校第４回 前東京銀行取締
役社長

『英熟語基本は中学2年で会得しな
さい』を執筆し、380部を附属中学
生に贈呈。

山本　直哉 高校第７回 元高校教諭 『松花江を越えて』が、文芸創作部門
で全国「ふるさと自費出版大賞」受賞

児島　保彦 高校第８回 経営コンサルタ
ント

『儲かる会社は人が１割、仕組みが
９割』が話題を呼ぶ。

天野　良彦 高校第30回 信州大学
工学系長に選任 平成30年４月１日から３年間

宮本　真司 高校第31回 厚生労働省・医
薬生活衛生局長 中央官庁局長に昇進。

山本　臣也 高校第43回 屋代高校教諭 ハンドボール班、10年ぶりの男女
揃ってのインターハイ出場に導く。

松村　大樹 高校第47回 日本原子力開発
機構研究員

「第14回屋高フォーラム」で原発事
故によるセシウム除去に関する研究
成果を発表

前田　　理 高校第50回 北大教授
（理論化学分野） 37歳で北大教授に就任。

在校生（３年７組）
石河峻典・風間勇悟・田中優亮・堀内皓斗

第61回県学生科学賞で「イカダモのミ
ジンコ及び糖による影響」が知事賞受賞。

在校生（２年３組）　
伊藤誠悟

スピードスケート1500m・5000m
でインターハイ出場。

竣
工
の
日
を
迎
え
て

　
吉
　
川
　
正
　
徳

（
副
会
長
・
同
窓
会
館
建
設
委
員
長
）

　

多
く
の
同
窓
生
の
善
意
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
同
窓
会
館

が
竣
工
で
き
ま
す
こ
と
は

我
々
役
員
に
と
り
ま
し
て
も

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
思

え
ば
平
成
26
年
度
の
定
期
総

会
の
決
定
事
項
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
１
月
17
日
に
第
１
回

目
の「
同
窓
会
館
建
設
委
員
会
」

を
開
催
、
以
来
３
年
の
年
月
を

経
て
の
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、建
設
用
地
の
確
保
、

建
設
に
係
る
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
の
決
定
、
募
金
の
方
法
、
基

本
設
計
、
各
種
法
規
制
の
対
応

等
々
、
多
く
の
課
題
や
手
続
き

が
あ
り
ま
し
た
が
、
用
地
の
提

供
者
で
あ
り
ま
す
神
尾
房
子

様
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の

ご
尽
力
・
ご
協
力
に
よ
り
無
事

に
乗
り
き
れ
ま
し
た
こ
と
に

対
し
改
め
て
感
謝
を
申
し
あ

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

会
館
の
建
設
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
募
金
額
が
不
透
明
の

中
で
い
か
に
建
設
コ
ス
ト
を

抑
え
る
か
、
機
能
面
を
含
め

屋
代
高
等
学
校
同
窓
会
館
に

ふ
さ
わ
し
い
建
物
に
す
る
か

等
々
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
設
計
・
施
工
者
で

あ
る
㈱
春
原
木
材
の
卓
越
し

た
技
術
力
で
素
晴
ら
し
い
建

物
が
完
成
し
ま
し
た
。
特
に
、

建
物
全
体
に
木
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
、
ぬ
く
も
り
を
感

じ
さ
せ
る
空
間
、
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
時
計
台
、
ト
ラ
ス
構
造
が

目
に
見
え
る
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
は

同
窓
会
館
の
一
番
の
特
徴
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
館
の
活
用
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

同
窓
会
活
動
の
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
会
員
相
互
の
交
流
の
場
と

し
て
の
活
用
は
も
と
よ
り
、
在
校
生

支
援
の
場
と
し
て
大
い
に
ご
活
用
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

御
寄
付
者
名
簿
の
作
成
に
向
け
て

　

会
館
建
設
ご
寄
付
を
三
月
末
で
一
応
の
締
切
と
さ

せ
て
頂
き
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
鳩
陵
館
内
に
掲
示
す
る
芳

名
盤
の
作
成
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
次
号
「
第
69
号
」

で
は
、
ま
ず
は
ご
芳
名
の
み
を
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
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第
14
回 

屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

第
14
回
「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

は
平
成
29
年
９
月
30
日
㈯
午
後

一
時
よ
り
千
曲
市
あ
ん
ず
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
司
会
は

初
々
し
さ
溢
れ
る
放
送
同
好
会

の
６
人
の
生
徒
。
ま
ず
吹
奏
楽

班
・
合
唱
班
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で

幕
が
開
き
、
続
い
て
講
演
に
入
っ

た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
中
に

も
芸
術
性
溢
れ
る
構
成
。
次
第
・

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

①　

講
演
「
放
射
能
と
核
を
科
学

す
る
」（
松
村
大
樹
氏
―
野
沢

温
泉
中
出
身
。
高
校
第
47
回
、

東
京
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
・

理
学
博
士
。
現
在
は
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
・
主
任

研
究
員
）

②　

屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
屋
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）

に
よ
る
「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ

ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
演
奏
と
音

楽
選
択
生
徒
90
名
に
よ
る
「
ハ

レ
ル
ヤ
」、「
大
地
讃
頌
」
の
合

唱
。
指
揮
は
本
校
音
楽
科
教
諭

池
内
宏
明
氏
（
高
校
第
33
回
）

③　

講
演
「
が
ん
の
診
断
と
治
療

―
消
化
器
外
科
を
中
心
に
―
」

（
柳
沢
直
恵
氏
―
坂
城
中
出
身
。

高
校
第
59
回
、
信
州
大
学
医
学

部
卒
。
現
在
は
長
野
日
本
赤
十

字
病
院
消
化
器
外
科
勤
務
）

　

松
村
氏
の
誠
実
な
人
柄
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
る
学
術
的
な
講
演

は
、
放
射
能
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
や
人
体
へ
の
影
響
を
解
き

明
か
し
つ
つ
、
今
後
の
エ
ッ
ク
ス

線
研
究
の
壮
大
な
夢
を
抱
か
せ
て

く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
柳
沢
氏
の
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
を
多
用
し
た
講
演
は
、
独
特

の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
も
、
消

化
器
の
が
ん
と
日
々
向
き
合
う
医

療
現
場
の
困
難
さ
、
厳
し
さ
を
も

分
か
り
易
く
伝
え
て
く
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
講
演
を

繋
い
だ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
と
大

合
唱
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
体
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
た
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
授
業

や
音
楽
活
動
の
成
果
を
発
揮
し
た

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

講
演
会
の
後
は
「
上
山
田
ホ
テ

ル
」
で
講
師
・
演
奏
者
を
囲
ん
で

楽
し
い
懇
親
会
が
持
た
れ
た
。

度
か
ら
全
校
に
広
げ
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
普
通
科
、
理
数
科
、

一
貫
生
が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
と
な
る

べ
く
、
一
層
充
実
し
た
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
春
２
７
２
名
の
卒
業
生
が

新
た
に
同
窓
会
の
仲
間
入
り
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
魂
の
故

郷
や
し
ろ
」
で
の
学
び
を
礎
に
、

母
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
屋
代
高
校
同
窓
会
の
更

な
る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野
県
課
題
研
究
合
同
研
修
会
」
で

は
、
本
校
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

い
た
化
学
チ
ー
ム
が
全
体
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
、
来
年
度
の
全

国
総
文
祭
長
野
大
会
で
内
閣
総
理

大
臣
賞
を
目
指
し
て
全
国
の
チ
ー

ム
と
競
い
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

班
活
動
で
は
全
国
高
校
総
体

に
、夏
は
男
女
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
、

陸
上
班
が
出
場
、
冬
は
個
人
種
目

の
ス
ケ
ー
ト
で
出
場
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

班
は
大
阪
の
全
国
大
会
、
文
学
班

は
愛
媛
の
俳
句
甲
子
園
、
宮
城
の

全
国
総
文
祭
に
は
弦
楽
班
、
新
聞

班
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
他
Ｓ

Ｓ
Ｈ
関
連
事
業
に
お
き
ま
し
て

も
、
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
お
り
、

他
の
生
徒
や
班
員
も
こ
れ
ら
に
続

け
と
奮
闘
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
探
究
活
動
は
、
今
年

　

赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
全

般
に
わ
た
り
ご
理
解
と
ご
支
援
を

た
ま
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
附
属
中
学
六
期
生

80
名
が
入
学
し
、
中
高
一
貫
生
も

高
三
生
ま
で
揃
い
、
併
設
型
中
高

一
貫
校
と
し
て
の
屋
代
高
校
が
完

成
し
ま
し
た
。
年
度
末
に
は
選
抜

生
の
普
通
科
生
、
理
数
科
生
と
と

も
に
中
高
一
貫
生
か
ら
も
最
初
の

卒
業
生
を
送
り
出
す
と
い
う
節
目

の
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

中
高
一
貫
の
パ
イ
オ
ニ
ア
校
と

し
て
、
そ
の
進
路
実
績
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

生
徒
た
ち
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
励

み
に
変
え
て
、
日
々
勉
学
に
班
活

動
に
生
徒
会
活
動
に
精
一
杯
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
長

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　
学
校
長
　
森
　
山
　
弘
　
之
　

平成29年度文化班活動記録（県大会以上）
班 結　　　　　　果　　　　　　等

ギター・マンドリン 全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール　優良賞
長野県高等学校　ギター・マンドリンフェスティバル　優秀賞・県教育委員会賞

弦 楽 全国高等学校総文祭　器楽　管弦楽部門　文化連盟賞
全国高等学校選抜オーケストラフェスタに長野県4校合同オーケストラとして出演

新 聞

全国高等学校総合文化祭新聞紙面コンテスト文化連盟賞受賞校として　
　　千野瑞希（２年４組）　廣間菜月（２年１組）
平成29年度　長野県高等学校新聞コンクール優秀賞受賞
全国高等学校総合文化祭宮城大会出場

文 学

第20回全国高等学校俳句選手権大会（俳句甲子園）長野県大会　
屋代Ａチーム優勝、屋代Ｂチーム準優勝　屋代Ａチームは全国大会出場
Ａチーム　坂野萌恵（３年７組）宮下美羽（３年４組）宮本蒼生（３年２組）辻　美希（３年１組）
　　　　　坂戸里恵加（２年１組）竹田和花（２年４組）北村かがり（１年１組）
最優秀作品賞（個人賞）　宮下美羽（３年４組）

吹 奏 楽

長野県吹奏楽コンクール高校部門A編成　県大会　銀賞
中部日本吹奏楽コンクール高校部門　長野県大会　銀賞
アンサンブルコンテスト長野県大会
クラリネット四重奏　銀賞　　サックス四重奏　金賞　　打楽器五重奏　金賞（県代表･東海大会出場）

英 語 長野県高校生英語ディベート大会　９位　27位
合 唱 ＮＨＫ学校音楽コンクール長野県大会　兼　長野県学校合唱大会高校ブロック（Ⅱ部）優秀賞（屋代南高校との合同参加）
軽 音 楽 第25回長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会　Power Live 2017　出場
美 術 長野県高校美術展　　１年１組　瀧澤舞花　　２年１組　坂戸里恵加　　２年６組　宮沢　咲

理 科 全国高等学校総合文化祭県予選（2018信州総文祭プレ大会）最優秀賞
七宝焼きの科学～釉薬中で酸化銅（Ⅰ）の赤を活かす方法～　　２年７組　宮尾竜也　２年４組　鎌田　実

将 棋
長野県将棋選手権大会　男子個人Ａ級　ベスト16　  ２年１組　松本泰河
信州総合文化祭　将棋選手権大会　男子Ａ級　優勝　２年１組　松本泰河
長野県高等学校新人将棋選手権大会　ベスト８　　　２年１組　松本泰河

　2017年度スーパーサイエンス校　主な研究実績
発　　表　　部　　門 受　賞　名　称、研　究　題　目　等 受　　　　賞　　　　　者

化学グランプリ2017 全国高校化学グランプリ2017銅賞
東海支部長賞

松澤　力（３－４）
鎌田　実（２－４）

第５回中学生サイエンスグランプ
リ・科学の甲子園ジュニア県予選会 準優勝 伊香賀太一、小林環太、長﨑大、野口しおん、

上島大地、三好咲楽（全員中２）
第６回データビジネス創造コン
テスト 高校生部門賞全国総合６位 谷　天太（２－４）、八巻潤哉（２－１）、

渡邉美織（２－１）

第65回長野県統計グラフコン
クール（ポスター応募）

【中学生の部】
長野県知事賞「本当？！スマホ使用で成績が下がる？」
長野県統計協会賞「大丈夫ですか？スマホ依存」
長野県議会議長賞「少子高齢化なのになぜ？亡くならない待機児童」
【高校生の部】
長野県統計協会賞「目指せ快眠！不眠に潜む落とし穴と原因」
【パソコン統計グラフの部】
長野県知事賞「野獣ジビエ食うべし！」
長野県統計協会長賞「子の心、親知らず！」
ＴＳＢ賞「環境を守れ！人々が生むごみ問題」

塩入美輝（中１）
宮本佳奈（中２）　※全国大会佳作入賞
稲垣千絵里（中２）※全国大会佳作入賞

小林陽菜（１－７）

大曽根司昴（中２）
滝澤舞花（中１）
伊藤徳紀（中１）

第61回長野県学生科学賞
県知事賞「イカダモのミジンコ及び糖による影響

県議会議長賞「液状化現象の起こりやすい条件とは？」

石河峻典、風間勇悟、田中優亮、堀内皓斗
（全員３－７）※全国大会へ出品

坂野萌恵、内藤寧音、増澤美咲、宮坂円莉
（全員３－７）※全国大会へ出品

第９回坊ちゃん科学賞研究論文
コンテスト

優良入賞「良く進むバブルリングをつくる
～水温が低いほどリングはよく進む～」

坂戸源太、坂本敦士、関　椋太、田島ひかる
（全員３－７）

第６回信州サイエンステクノロジー 準優勝 屋代Ａチーム　鎌田　実、長谷天太、原　直希、
　　　　　　　下村琢真、塚田紳太郎、竹鼻友希

全国総文祭長野県予選

総合一位の最優秀賞（2018全国総文祭出場）
【化学部門最優秀賞】
化学七宝焼きの化学　「釉薬中で酸化銅（Ⅰ）の赤を活かす工夫」
【地学部門最優秀賞】
「たまねぎ状風化の形成過程を探ろう」

理化班　宮本竜也（２－７）、鎌田　実（２－４）

地学研究班　渋谷孝希、井浦瑞葵、太田真衣佳、
　　　　　　尾崎麟太郎（全員２－７）

第44回発明くふう展 長野県知事賞　テトラス 中野快晴（中２）

運
動
班
関
係

空
手
道
班　

全
国
大
会 （
香
川
県
） へ
！

２
年
４
組　

山
本
　
渓
斗

　

ま
ず
最
初
に
、
日
頃
か
ら
僕
達

生
徒
の
活
躍

空
手
道
班
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
全
て
の
方
々
に
、
感
謝
を
込
め

て
、
心
の
底
か
ら
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

僕
達
空
手
道
班
の
２
年
生
３
名

は
、
男
子
団
体
形
種
目
の
北
信
越

地
区
代
表
と
し
て
、
平
成
30
年
３

月
26
日
か
ら
香
川
県
高
松
総
合
体

育
館
に
て
開
催
さ
れ
る
、「
全
国

高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
」
に

出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
24
日
か
ら
石
川
県
で

行
わ
れ
た
北
信
越
予
選
で
第
五
代

表
の
枠
を
勝
ち
取
り
、
全
国
へ
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
今
回
の

こ
の
大
会
が
僕
達
に
と
っ
て
の
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
数
ヶ
月

前
か
ら
僕
の
恩
師
で
あ
る
先
生
に

指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
支
え
て
下
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
演

技
に
ぶ
つ
け
て
い
き
た
い
、
そ
し

て
何
よ
り
も
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
初
め
て
の
全
国
大
会
が
笑

顔
で
終
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
練
習
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
今

後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班

選
抜
大
会
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

北
信
越
大
会
へ

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
は
１
月
14
日

㈰
に
行
わ
れ
た
第
41
回
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
全
国
選
抜
長
野
県
予
選
大

会
に
於
い
て
、
男
女
共
に
１
位
と

な
り
、
２
月
２
日
か
ら
石
川
県
小

松
市
で
開
催
さ
れ
る
北
信
越
大
会

に
出
場
し
た
。
な
お
、
そ
の
大
会

に
於
い
て
、
優
秀
選
手
賞
に
本
校

の
次
の
６
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　

男
子　

渋
沢　

樹　

沓
掛
夏
衣

　
　
　
　

土
屋
直
大

　

女
子　

宮
坂
実
季　

武
藤
優
奈

　
　
　
　

山
本
幸
穂

ス
ケ
ー
ト
競
技

伊
藤
誠
悟
君
（
２
年
３
組
）

冬
季
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

　

12
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
ス

ケ
ー
ト
競
技
の
県
大
会
で
、
伊
藤

誠
悟
君
は
１
５
０
０
ｍ
で
２
位
、

５
０
０
０
ｍ
で
５
位
に
入
り
、
１

月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
冬
季
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
（
山
梨
県
）
に
出
場

し
た
。

インターハイ（全国高校総体）・全国コンクール
班　　名 開催地 種　　別 記　　　　　　　　　　録

ハ ン ド ボ ー ル 福島県 インターハイ 男子　２回戦　　女子　１回戦
陸 上 山形県 インターハイ 男子やり投　予選１組　坂本敦士　59m52　決勝進出ならず
（スケート競技） 山梨県 インターハイ 男子1500ｍ、5000ｍ出場　伊藤誠悟

主な新人大会の成績

陸 　 上

県大会　入賞者
　男子200m　第５位　松岡龍哉　22秒23
　男子3000mSC　 第６位　若林亮冶　９分58秒80　北信越大会進出
　男子4×100mR　第３位　関口俊介・松岡龍哉・曽根健太・秋山　航　43秒09　北信越大会進出
　男子棒高跳　第７位　中島啓介　3m20
北信越大会（福井）
　男子3000mSC　 第９位　若林亮冶　10分00秒72
　男子4×100mR　予選第２組　４位　関口俊介・松岡龍哉・曽根健太・秋山　航　43秒05　決勝進出ならず

柔 　 道 県大会　男子団体　５位
県大会　男子個人　－60㎏　柳澤圭亮　５位　　　－66㎏　山岸虹太　５位　　　－73㎏　隆凜太郎　５位

剣 　 道 北信高校新人大会　　男子団体　３位　県大会出場
長野県高校新人大会　男子団体１回戦敗退　

ソ フ ト テ ニ ス 男女とも県大会出場ならず

テ ニ ス　 男 女 北信大会　　団体戦：男子５位　女子４位　　　　県大会　団体戦：男子２位（北信越大会出場）　女子１回戦敗退
北信越大会　団体戦：男子１回戦敗退

バ ス ケ　 男 北信大会１回戦
バ ス ケ　 女 北信大会２回戦
バ レ ー　 男 北信大会１回戦
バ レ ー　 女 北信大会１回戦
ハンドボール　男 県大会　準優勝　　北信越大会出場
ハンドボール　女 県大会　優勝　　北信越大会出場　

卓 　 球 北信大会　男子団体２回戦　女子団体６位
個人戦シングルス　女子　村山ゆい　ベスト16　県大会出場　

バ ド ミ ン ト ン 北信大会　学校対抗戦　男子２回戦　女子２回戦　　　　県大会　女子ダブルス　岡村彩里・水上沙蘭　ベスト８
弓 　 道 男子　団体戦　県大会出場　　　　女子　北信大会　敗退

水 　 泳

県大会　男子
　200ｍリレー６位　中村和樹、西澤純平、石田要、中村天優
　200m自由形４位　西澤純平　６位　中村和樹　　　400m自由形５位　西澤純平
　50m平泳ぎ２位　中村天優　　　50ｍバタフライ４位　中村天優　　　200m個人メドレー２位　中村天優

サ ッ カ ー 北信大会　ベスト８　　県大会　ベスト16

山 　 岳
北信大会　男子個人１位　尾﨑麟太郎（２ー７）　　３位　竹内　輝（１－１）　山田一輝（１－１）
　　　　　女子個人２位　岡村芽依（２－３）
県大会　　男子団体３位

空 　 手

北信大会　団体　男子組手　優　勝　形　準優勝
県大会　　団体　男子組手　１回戦　形　３位
　　　　　個人　組手男子　61㎏級　山本渓斗　２回戦　　　　68㎏級　若林知輝　準優勝
　　　　　　　　　　　　　68㎏級　北原諒人　２回戦
　　　　　　　　　　女子　53㎏級　小出あづさ　１回戦　　　59㎏級　吉池未帆　１回戦
　　　　　　　　形　男子　山本渓斗　２回戦　　北原諒人　２回戦　　若林知輝　１回戦
　　　　　　　　　　女子　小出あづさ　１回戦
北信越大会　団体　形５位　全国大会出場　　個人　68㎏級　若林知輝　２回戦

野 　 球 秋季北信越地区高校野球長野県大会　北信予選会　１回戦

文
化
班
関
係

吹
奏
楽
班
打
楽
器
五
重
奏

東
海
大
会
で
金
賞
受
賞

　

１
月
14
日 

㈰
、
上
田
サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ
で
行
わ
れ
た
長
野
県
大

会
に
お
い
て
、
打
楽
器
五
重
奏
が

金
賞
に
輝
き
、
２
月
11
日
に
開
催

さ
れ
た
東
海
大
会
で
も
金
賞
を
受

賞
し
た
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

菊
地
梨
奈
さ
ん（
１
年
５
組
）

県
最
優
秀
賞
受
賞

　

第
63
回 （
２
０
１
７
年
度
） 青
少

年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
県
内
審
査
に
於
い
て
、
本
校
生

徒
が
次
の
よ
う
な
賞
に
輝
い
た
。

【
自
由
図
書
部
門
】

最
優
秀
賞菊地　

梨
奈
（
１
年
５
組
）

「
読
む
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

（
湊
か
な
え
「
豆
の
上
で
眠
る
」

を
読
ん
で
）

【
課
題
読
書
部
門
】

課
題
本「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ
」

優
秀
賞
「
人
任
せ
で
は
ダ
メ
だ
」

齋
藤　

杏
（
１
年
１
組
）

※
菊
地
さ
ん
、
齋
藤
さ
ん
の
作
品

は
県
代
表
と
し
て
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
～
12
月
15
日
に
高
２

生
９
名
（
選
３
名
、
一
貫
３
名
、

理
数
科
３
名
）
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
空
港
を
経
て
、
ヨ
セ
ミ
テ

国
立
公
園
や
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

お
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
４
期
２
年
目
の
研

修
で
あ
り
、
従
来
の
報
告
と
重
な

る
部
分
も
多
い
の
で
、
本
稿
で
は

昨
年
か
ら
新
た
に
加
わ
っ
た
デ
ア

ン
ザ
高
校
と
の
交
流
会
を
中
心
に

ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
「D

o you know
 JA

PA
N
?

」

と
題
し
て
行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
で

は
、
弓
道
班
や
剣
道
班
の
活
動
を

Ｓ
Ｓ
Ｈ
米
国
研
修
報
告

引
率
者　

横
澤
　
克
彦 

先
生

動
画
に
し
た
り
、空
手
の
演
武（
板

割
り
）を
披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
日
本
の
便
利
グ
ッ
ズ
と
し
て

「
日
本
手
ぬ
ぐ
い
」
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
材
料
で

染
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
ク
イ

ズ
が
一
番
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

紫
色
は
紅
芋
か
ら
染
め
ま
す
が

紫
キ
ャ
ベ
ツ
と
い
う
答
え
が
多

か
っ
た
り
、
濃
い
茶
色
は
玉
葱
か

ら
で
す
が
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
ヒ

ゲ
と
い
う
答
え
が
多
か
っ
た
り
し

て
、
と
て
も
驚
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
果
は
各
報
告
会
で
具

体
的
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
度
も
皆
様
の
サ

ポ
ー
ト
と
連
携
に
よ
っ
て
有
意
義

な
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
・
同
期
会

平
成
二
十
九
年
実
施
報
告

・
高
24
回
（
２
月
４
日
）

・
高
56
回
（
２
月
11
日
）

・
高
25
回
（
２
月
18
日
）

・
高
47
回
（
８
月
12
日
）

・
高
37
回
（
８
月
13
日
）

・
卒
寿
鳩
会（
10
月
７
日
）

・
高
26
回
（
11
月
18
日
）

平
成
三
十
年
実
施
及
び
予
定

・
高
38
回
（
１
月
２
日
）

・
高
49
回
（
１
月
３
日
）

・
高
28
回
（
１
月
20
日
）

・
高
57
回
（
２
月
10
日
）

・
高
48
回
（
８
月
11
日
）

・
高
19
回
（
検
討
中
）

・
高
39
回
（
９
月
15
日
）

・
中
１
～
19
回
卒
寿
鳩
会

（
10
月
の
予
定
）

▪
高
校
24
回
同
期
会

同
期
会
幹
事　

青
木　

正
治

期
日
：
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

人
数
：
92
名

　

立
春
と
な
っ
た
２
月
４
日
、
高
校
第

24
回
生
の
「
最
初
で
最
後
」
と
呼
び
か

け
た
45
年
ぶ
り
の
同
窓
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。92
名
の
参
加
を
数
え
、

予
想
を
上
回
る
懐
か
し
い
友
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
腰
原
基
弘
先
生
、
森

山
尚
武
先
生
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

両
先
生
の
60
歳
過
ぎ
の
生
き
方
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
会

の
終
わ
り
に
卒
業
50
年
を
迎
え
る
５
年

後
に
も
う
一
度
最
後
の
同
窓
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
み
ん
な
と
会

え
る
楽
し
み
を
残
し
て
の
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
幹
事
長
（
発
起
人
代
表
）
の

丹
羽
二
三

雄
君
に
は

一
番
ご
苦

労
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
同
窓

生
の
皆
さ

ん
方
、
一

生
に
一
回

は
魂
の
故

郷
に
帰
れ

る
同
窓
会

を
企
画
し

て
み
て
く

だ
さ
い
。

▪
高
校
56
回
同
期
会

幹
事　

宮
原　

健
太

期
日
：
平
成
29
年
２
月
11
日
㈯

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

人
数
：
74
名

　

本
会
よ
り
赤
地
会
長
を
お
招
き
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

我
々
が
卒
業
し
た
の
は
２
０
０
４
年

３
月
。
以
来
13
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
方

も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
思

い
出
を
語
る
に
は
十
分
な
時
間
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
担
任
の
先
生
と

同
窓
生
の
元
気
な
姿
が
確
認
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
。
会
の
終
わ
り

に
校
歌
を
歌
い
、
自
分
が
屋
代
高
校
の

卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
次
回
は
十
年
後
、
そ
の
日
ま
で
皆

さ
ん
ど
う
か
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

▪
高
校
47
回
同
期
会

学
年
理
事　

中
津
佳
津
恵

期
日
：
平
成
29
年
８
月
12
日
㈯

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

人
数
：
89
名

　

高
校
47
回

同
期
生
に
よ

る
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
鳩
会

は
同
窓
会
長

赤
地
憲
一
先

生
、
五
組
担

任
の
吉
澤
一

彦
先
生
、
八

組
担
任
安
藤

善
二
先
生
の

御
臨
席
を
賜

り
、
89
名
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

催
に
当
た
っ
て
は
幹
事
会
の
方
々
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
ク
ラ
ス
で
、
当
初
ど
れ
だ
け

の
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
の
か
と
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
班
活
の
繋
が
り

を
中
心
に
参
加
者
を
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
高
校
三
年
間
の
班
活
動

で
得
た
仲
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し

た
次
第
で
す
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
事
業

の
お
か
げ
に
よ
り
卒
業
以
来
22
年
経
っ

て
は
じ
め
て
の
同
期
会
が
開
催
が
で
き

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

受
付
の
時
か
ら
、
懐
か
し
い
面
々
と

の
話
が
弾
み
、
開
会
の
時
に
は
、
学
生

時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
と
な
り
ま
し
た
。開
会
に
先
立
ち
、

六
組
担
任
西
村
享
応
先
生
を
は
じ
め
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
祷
を

捧
げ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

懐
か
し
い
卒
業
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
が
上

映
さ
れ
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
当
時
の
楽

し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
一
組
幹
事

の
西
澤
寿
美
さ
ん
の
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
の

演
奏
に
続
き
、
八
組
幹
事
櫻
井
啓
也
さ

ん
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
。『
魂
の

故
郷
屋
代
』
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
い

た
後
、
九
組
幹
事
青
木
寿
峰
さ
ん
の
音

頭
で
万
歳
と
な
り
ま
し
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
当
時
生
徒
会
長
を

務
め
て
い
た
田
村
義
邦
さ
ん
か
ら
挨
拶

を
頂
き
、
四
十
代
と
い
う
人
生
の
節
目

に
あ
た
り
心
強
い
絆
を
確
認
し
合
い
、

十
年
後
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で
の
再
会

を
約
束
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

▪
高
校
37
同
期
会

幹
事
代
表　

滝
澤
裕
治
・
福
井
秀
樹

期
日
：
平
成
29
年
８
月
13
日
㈰

場
所
：
ホ
テ
ル
犀
北
館

人
数
：
80
名
＋
会
長
・
恩
師
４
名

　

同
窓
生
80

名
に
赤
地
同

窓
会
長
、
小

宮
山
忠
先

生
、
徳
嵩
芳

夫
先
生
、
山

﨑
暢
正
先

生
、
小
笠
原

健
二
先
生
に

御
臨
席
い
た

だ
き
、
同
期

会
を
盛
大
に

執
り
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
は
尽
き
る
こ

と
は
な
く
、
自
己
紹
介
を
交
え
な
が
ら

次
回
の
幹
事
選
出
ま
で
、
二
時
間
半
が

あ
っ
と
い
う
間
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た

こ
の
会
を
通
し
て
定
期
的
な
ク
ラ
ス
会

の
開
催
を
す
る
話
が
出
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
連
絡
の
取
り
合
い
等
の
機
会
と
も

な
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

▪
卒
寿
鳩
会

期
日
：
平
成
29
年
10
月
７
日
㈯

場
所
：
上
山
田
ホ
テ
ル

人
数
：
８
名

　

赤
地
鳩
会
会
長
の
、
こ
の
会
の
開
催

ま
で
の
御
尽
力
も
あ
り
、
当
日
の
御
出

席
を
戴
い
て
、
第
２
回
卒
寿
鳩
会
が
新

た
に
卒
寿
と
な
っ
た
３
名
を
迎
え
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
入
会
員
は
、
終
戦
の
昭
和

20
年
屋
代
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
先
輩

を
交
え
て
の
話
題
の
多
く
は
、
戦
争
下

の
学
校
生
活
と
そ
の
後
の
約
70
年
に
亘

る
厳
し
い
生
き
様
の
回
顧
と
吐
露
で
し

た
。
90
歳
ま
で
の
健
康
に
も
話
が
及
び

ま
し
た
。

　

約
二
時
間

半
、
昔
の
話

が
通
じ
合
え

る
仲
間
の
会

は
、
実
に
楽

し
く
、
尽
き

る
こ
と
を
知

ら
な
い
状
態

で
し
た
。「
健

康
に
気
を
つ

け
て
」
を
合

言
葉
の
よ
う

に
、
次
回
の

再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
寿
時
代
を
迎
え
卒
寿
鳩
会

を
企
画
・
実
行
し
て
下
さ
れ
た
鳩
会
本

部
に
対
し
、
会
員
の
将
来
へ
の
良
き
よ

す
が
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
つ

つ
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
報
告　

市
川　

誠
（
中
15
回
））

▪
高
校
26
回
同
期
会

学
年
理
事　

児
玉　

和
哉

期
日
：
平
成
29
年
11
月
18
日
㈯

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

人
数
：
58
名

　

第
26
回
生

に
よ
る
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ

「
鳩
会
」
が
、

ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
に
お
い

て
58
名
が

出
席
し
、
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
卒
業
生

２
７
４
名
の

内
、
14
名
の

仲
間
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

と
て
も
残
念
で
し
た
。
卒
業
後
四
十
年

以
上
が
過
ぎ
、
還
暦
を
既
に
迎
え
た
友

の
顔
に
は
、
懐
か
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
区
切
り
の
付
い
た
充
実
感
の
よ

う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
会
話

に
花
が
咲
き
、
応
援
歌
、
校
歌
の
斉
唱
、

写
真
の
撮
影
等
、
瞬
く
間
の
二
時
間
が

過
ぎ
、
三
年
後
（
２
０
２
０
年
）
の
再

会
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。な
お
、

次
回
当
番
ク
ラ
ス
は
２
組
。
そ
の
後
の

二
次
会
も
大
勢
が
参
加
し
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。（
報
告　

企
画
担
当

ク
ラ
ス
幹
事
（
６
組
）　

久
保
博
美
）

▪
高
38
回
同
期
会幹

事　

小
坂　

浩
一

期
日
：
平
成
30
年
１
月
２
日
㈫

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

人
数
：
１
１
８
名

　

赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
、
四
組
担
任

滝
沢
三
昭
先
生
、
七
組
担
任
小
林
武
先

生
の
御
臨
席
を
賜
り
、
同
期
生
１
１
８

名
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
本
会
事
務
局
宮

原
先
生
に
は
、
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
赤
地
会
長
と
我
々
の
同
窓
生

外
陽
子
さ
ん
に
よ
る
校
歌
の
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
が
始
ま
る
と
自
然
に
大
合
唱
が

起
こ
り
、本
当
に
魂
の
故
郷
屋
代
に
帰
っ

て
き
た
の
だ
な
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

恩
師
滝
沢
先
生
に
は
国
語
、
小
林
先

生
に
は
体
育
の
授
業
と
い
う
形
で
の
ご

挨
拶
を
頂
戴
し
、
38
年
ぶ
り
に
聞
く
始

業
の
チ
ャ
イ

ム
と
起
立
・

礼
・
着
席
の

声
は
す
が
す

が
し
い
も
の

で
し
た
。
旧

友
達
と
の
再

会
の
場
を
包

む
時
間
は

あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、

ほ
ん
と
う
に

楽
し
い
一
時

を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

▪
高
28
回
同
期
会幹

事　

柳
澤　

修
嗣

期
日
：
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

人
数
：
65
名

　

平
成
30
年
１
月
20
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
お
い
て
、
恩
師
水

野
浩
、
赤
地
憲
一
の
両
先
生
、
新
津
知

可
子
同
窓
会
副
会
長
の
参
加
を
得
て
、

総
勢
65
名
で
第
28
回
生
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
鳩
会
を
開
催
し
た
。
元
天
文
班
顧

問
、
86
歳
と
な
ら
れ
た
水
野
先
生
は
、

「
２
０
３
５
年
９
月
２
日
に
は
、
長
野

市
で
皆
既
日
食
が
見
ら
れ
る
。
自
分
は

１
０
３
歳
と
な
る
が
、
君
た
ち
は
ま
だ

77
歳
だ
。
一
緒
に
見
よ
う
」
と
意
気
軒

昂
。
赤
地
先
生
は
、
60
歳
か
ら
始
め
た

バ
イ
オ
リ
ン
で
校
歌
を
演
奏
。
新
津
副

会
長
曰
く
、「
今

ま
で
の
演
奏
の

中
で
最
高
の
で

き
」
と
の
こ
と
。

会
場
に
同
窓
会

館
建
設
寄
付
金

箱
を
設
け
、
多

額
の
ご
芳
志
を

い
た
だ
い
た
。

楽
し
い
宴
は

あ
っ
と
い
う
間

に
終
了
し
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
二
次
会
へ
と

散
っ
た
。支

部
総
会

▪
戸
倉
支
部

支
部
長　

中
澤　

政
好
（
高
10
回
）

期
日
：
平
成
29
年
７
月
10
日
㈪

場
所
：
戸
倉
ホ
テ
ル

人
数
：
13
名

　

赤
地
同
窓

会
長
に
ご
出

席
を
い
た
だ

き
29
年
度
の

総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

昨
年
度
を
総

括
し
今
年

度
の
事
業
活

動
、
予
算
等

を
決
定
し
ま

し
た
が
、
会

員
の
加
入
促

進
や
運
営
内
容
な
ど
再
検
討
す
べ
き
旨

の
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に
議
論

を
し
ま
し
た
。

　

赤
地
会
長
か
ら
は
同
窓
会
館
建
設

基
金
の
状
況
、
ま
た
中
高
一
貫
校
の
現

状
等
詳
し
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
も
母
校
で
の

懐
か
し
い
青
春
の
思
い
出
を
熱
く
語
り

合
い
、
お
互
い
の
健
康
を
祈
り
つ
つ
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▪
千
曲
市
役
所
鳩
会

会
長　

上
條　

優
（
高
29
回
）

期
日
：
平
成
29
年
７
月
19
日
㈬

場
所
：
味
の
き
ば
ら
し

人
数
：
44
名

　

赤
地
会
長
を
は
じ
め
、吉
川
副
会
長
、

森
山
学
校
長
、

同
窓
の
市
議

会
議
員
３
名

を
お
迎
え
し

て
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の

新
入
会
員
は

６
名
で
、
会

員
総
数
は

１
４
５
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

普
段
は
職

場
や
年
齢
の
近
い
人
達
と
の
繋
が
り
が

主
な
た
め
、
懇
親
会
で
は
、
年
代
や
役

職
を
超
え
て
交
流
が
で
き
、
親
睦
を
深

め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。途
中
、

野
球
班
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
高
校
時
代
の
思

い
出
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
寸
劇
や
、
新
入

会
員
の
音
頭
に
よ
る
校
歌
の
合
唱
が
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
は
母
校
・
同
窓
会
万
歳
で
締
め
く
く

ら
れ
、
来
年
の
再
会
を
期
し
て
散
会
と

な
り
ま
し
た
。（
報
告　

幹
事　

竹
内

正
夫
（
高
36
回
））

▪
長
野
市
役
所
支
部

会
長　

田
口　

裕
一
（
高
29
回
）

期
日
：
平
成
29
年
８
月
25
日
㈮

場
所
：
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

人
数
：
46
名

　

来
賓
と
し
て
、
本
会
の
赤
地
会
長
、

栗
林
副
会
長
、
徳
永
事
務
局
長
並
び
に

森
山
学
校
長
を
お
迎
え
し
、
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
新
規
会
員
は

５
名
で
、
総
勢
２
３
１
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

赤
地
会
長
か
ら
同
窓
会
館
の
建
設
状

況
と
今
後
に
つ
い
て
、
森
山
学
校
長
か

ら
は
母
校
の
今
と
後
輩
の
活
躍
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇

親
会
で
は
、
新
規
会
員
の
一
言
ス
ピ
ー

チ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
赤
地
会

長
の
バ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
（
よ
り
進
化
し

た
？
）
に
よ
る
校
歌
合
唱
で
締
め
く
く

り
、
会
員
一
同
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。（
報
告　

幹
事
長　

藪

本
諭
泰
（
高
38
回
））

▪
松
代
支
部

支
部
長　

松
木　

孝
一
（
高
14
回
）

期
日
：
平
成
29
年
９
月
３
日
㈰

場
所
：
旅
館　

定
鑑
堂

人
数
：
15
名

　

本
会
よ
り
栗
林
副
会
長
様
を
お
迎

え
し
、
同
窓
会
館
建
設
の
寄
付
と
建
物

の
概
要
な
ら
び
に
母
校
生
徒
の
活
躍
状

況
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
部
長
か
ら
は
、
会
費
の
値
上
げ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
母
親
の
代
納
者
一
人
を

除
き
退
会
の

申
し
出
は
今

の
と
こ
ろ
無

い
旨
と
、
会

員
増
強
に
協

力
願
い
た
い

旨
と
を
申
し

上
げ
、
今
後

支
部
総
会
を

毎
年
開
く
こ

と
と
致
し
ま

し
た
。

　

少
し
肌
寒

い
よ
う
な
日
で
し
た
が
、
懇
親
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
ビ
ー
ル
や
お
酒
を

大
量
消
費
し
た
宴
会
で
し
た
。

▪
東
福
寺
支
部

支
部
長　

宮
下　

武
（
高
10
回
）

期
日
：
平
成
29
年
９
月
９
日
㈯

場
所
：
東
福
寺
合
同
庁
舎

人
数
：
12
名

　

本
会
よ
り
徳
永
事
務
局
長
を
お
迎

え
し
、
平
成
29
年
度
支
部
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
始
め
に
、
ご
逝
去
さ
れ
た

会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
た
。

　

支
部
長
か
ら
は
、
同
窓
会
館
の
建
設

に
際
し
、
多
額
の
浄
財
の
御
寄
付
の
御

協
力
を
頂
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
年

会
費
の
値
上
が
り
初
年
度
の
こ
と
で
心

配
も
し
た
が
、
役
員
・
会
員
の
御
理
解

の
も
と
、
集
金
が
終
了
し
た
こ
と
へ
の

感
謝
等
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
徳
永

事
務
局
長
か
ら
は
、
母
校
の
様
子
や
同

窓
会
館
建
設
の
進
捗
状
況
と
募
金
の
状

況
、
年
会
費
の
こ
と
等
に
つ
い
て
詳
細

に
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
協
議
に
入
り
、
平
成
28
年
度

活
動
報
告
並
び
に
会
計
報
告
、
続
い
て

平
成
29
年
度
活
動
計
画
が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
懇
親
会
を
行
い
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
話

が
弾
み
、
楽
し
い
有
意
義
な
一
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
盤
に
は

校
歌
を
高
ら
か
に
合
唱
し
、
更
に
同
窓

会
館
の
建
設
等
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

こ
と
の
報
告

を
受
け
て
、

本
会
の
皆
様

の
ご
苦
労
に

敬
意
を
表

す
る
と
と
も

に
、
母
校
と

同
窓
会
の
一

層
の
充
実
・

発
展
を
願
っ

て
万
歳
三
唱

で
会
を
閉
じ

ま
し
た
。

▪
桑
原
支
部

支
部
長　

柳
澤　

種
男
（
高
９
回
）

期
日
：
平
成
29
年
９
月
16
日
㈯

場
所
：
桑
原
中
区
公
民
館

人
数
：
11
名
（
会
員
10
名
＋
会
長
）

　

本
会
よ
り
赤
地
会
長
を
お
迎
え
し
、

夕
方
六
時
過
ぎ
に
開
催
。
開
催
日
間
際

に
な
り
、
数
名
が
出
席
で
き
な
い
こ
と

と
な
り
、
会
長
を
含
め
11
名
と
昨
年
よ

り
出
席
者
数
が
減
っ
た
こ
と
は
残
念
で

し
た
。

　

冒
頭
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
っ
て
か

ら
、
支
部
長
よ
り
支
部
長
会
・
総
会
の

様
子
を
報
告
し
、
続
い
て
会
長
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
、
同
窓
会
館
建
設
の
進
捗

状
況
、
募
金
応
募
の
様
子
等
の
説
明
が

あ
り
、
続
い
て
話
し
合
い
に
入
り
ま
し

た
。
会
館
の
敷
地
取
得
の
経
緯
を
伺
う

に
つ
け
、
改
め
て
御
苦
心
に
思
い
を
致

し
た
次
第
で
し
た
。

　

最
後
に
懇
親
会
。九
時
半
ご
ろ
ま
で
、

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
み
じ
み
と「
同

窓
生
と
は
い
い
も
の
だ
」
と
思
わ
さ
れ

ま
し
た
。

▪
東
条
支
部

支
部
長　

毛
利　

宣
熙
（
高
15
回
）

期
日:

平
成
29
年
９
月
29
日
㈮

場
所:

柳
町
食
堂

人
数
：
11
名

　

平
成
29
年

９
月
29
日
、

東
条
支
部
の

総
会
を
本
部

副
会
長
栗
林

秀
夫
氏
の
御

臨
席
を
い
た

だ
い
て
開
催

し
た
。

　

議
題
は
同

窓
会
館
建
設

の
募
金
状
況

や
人
事
な
ど

恒
例
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
今
回

は
同
窓
会
費
の
値
上
げ
に
伴
う
件
が
中

心
と
な
っ
た
。
集
金
方
法
―
特
に
ご
夫

妻
や
父
子
と
も
に
同
窓
生
で
お
ら
れ
る

方
々
の
負
担
増
が
問
題
と
な
っ
た
。
審

議
の
結
果
、
本
会
に
は
多
少
の
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
末
永
く
同

窓
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
最
善
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
結
論

と
な
り
、
そ
の
方
々
の
負
担
の
軽
減
を

は
か
る
こ
と
に
決
定
を
み
た
。

▪
五
加
支
部

支
部
長　

中
村　

正
次
（
高
16
回
）

期
日
：
平
成
29
年
10
月
８
日
㈰

場
所
：
Ｊ
Ａ
五
加
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

人
数
：
17
名

　

汗
ば
む
様
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
後

一
時
よ
り
恒
例
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
初
心
者
も
参
加
し
て
和
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
午
後
三
時
半

よ
り
、
本
会
か
ら
赤
地
同
窓
会
長
を
お

迎
え
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
急

逝
さ
れ
た
荒
井
支
部
長
の
御
冥
福
を
祈

り
黙
祷
を
捧
げ
、
続
い
て
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
会
計
報
告
等
が
承
認
さ
れ
た

後
、
赤
地
会
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
同
窓
会
館
建
設
の

近
況
報
告
と
募
金
に
関
す
る
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

募
金
に
つ
い
て
は
、
目
標
額
一
億
円

に
対
し
、
８
月
24
日
現
在
で
88
％
の
達

成
率
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

総
会
後
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。
先
輩
後
輩
の

垣
根
を
取
り

払
い
、
母
校

で
過
ご
し
た

思
い
出
に
話

が
弾
み
ま
し

た
。
最
後
に

応
援
団
員

だ
っ
た
者
の

指
揮
で
応
援

歌
、
校
歌
を

高
ら
か
に
斉

唱
し
散
会
し

ま
し
た
。
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秋
の
叙
勲
受
章
者

（
敬
称
略
）

　

次
の
方
が
平
成
29
年
秋
、
受
章

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

　

小
林
　
輝
行
氏
（
高
９
回
）

「
名
は
体
を
表
す
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
申
す
ま
で
も
な
く「
体
」

は
「
実
体
」
で
あ
り
「
本
質
」

を
謂
う
。「
命
名
」
が
軽
ん
じ
ら

れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
こ
の
故
で

あ
る
▼
同
窓
会
館
が
１
月
20
日
に

竣
工
式
を
迎
え
、「
鳩
陵
会
館
」

と
命
名
さ
れ
た
。
志
が
目
に
見
え

る
形
に
な
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
思
う
と
同
時
に
、
そ
の
名
に
相

応
し
い
会
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
▼

「
鳩
陵
会
館
」
は
単
に
「
鳩
ヶ
丘

に
建
つ
会
館
」
と
い
う
意
味
で
は

な
い
。
二
万
五
千
名
に
近
い
同
窓

生
の
《
魂
の
故
郷
》
を
思
う
心
の

結
晶
と
し
て
、
そ
の
威
容
を
受
け

止
め
た
い
▼
今
春
は
中
高
一
貫
生

が
初
め
て
学
び
舎
を
巣
立
つ
画
期

的
な
年
で
あ
る
。
こ
の
会
館
が
、

名
実
と
も
に
新
旧
の
優
鳩
の
集
う

拠
り
所
と
し
て
、
末
永
く
活
用
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

編
集
委
員�

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
）

吉
川　

正
徳
（
高
22
）

徳
永　

次
男
（
高
25
）

中
津
佳
津
恵
（
高
47
）

鳩 

の 

目 

　
会 

員 

訃 

報
（
敬
称
略
）　
平
成
30
年
１
月
30
日
現
在

　
　
　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

神
林
　
義
教（
中
5
）
平
成
30
年
1
月
4
日

夏
目
　
淳
彦（
中
14
）
平
成
29
年
7
月
25
日

西
澤
　
喜
昭（
中
16
）
平
成
29
年
7
月
9
日

荒
川
　
敏
男（
中
16
）
平
成
30
年
1
月
9
日

平
林
　
　
林（
中
17
）
平
成
29
年
8
月
16
日

青
木
　
住
久（
中
18‒

４
）
平
成
25
年
11
月
23
日

竹
原
　
一
義（
中
18‒

４
）
平
成
29
年
8
月
8
日

佐
藤
　
武
志（
中
18‒

４
）
平
成
29
年
5
月
21
日

清
水
　
康
和（
中
18‒

４
）
平
成
27
年
5
月

海
野
　
玄
秀（
中
18‒

４
）
平
成
28
年
9
月
17
日

西
澤
　
貞
覩（
中
18‒

５
）
平
成
29
年
5
月
27
日

和
田
　
晴
雄（
中
18‒

５
）
平
成
29
年
9
月
20
日

中
村
　
典
次（
中
18‒

５
）
平
成
26
年
10
月
12
日

中
島
　
正
幸（
中
21
）
平
成
29
年
7
月
5
日

長
谷
川
康
男（
中
21
）
平
成
27
年
12
月
10
日

久
保
　
精
一（
中
21
）
平
成
29
年
9
月
28
日

柳
沢
　
純
一（
中
21
）
平
成
29
年
12
月
11
日

滝
澤
　
汎
水（
中
21
）
平
成
29
年
12
月
23
日

小
林
　
善
男（
中
22
）
平
成
29
年
4
月
15
日

稲
葉
　
嘉
栄（
高
1
）
平
成
29
年
11
月
25
日

清
水
　
和
幸（
高
2
）
平
成
24
年
9
月
29
日

藤
本
　
　
勝（
高
2
）
平
成
29
年
6
月

飯
島
　
祐
介（
高
2
）
平
成
29
年
10
月
25
日

竹
内
　
次
志（
高
3
）
平
成
29
年
1
月
21
日

中
山
　
　
毅（
高
3
）

宮
入
　
伯
允（
高
3
）
平
成
28
年
９
月
30
日

小
林
　
徳
多（
高
3
）
平
成
29
年
5
月
6
日

西
澤
　
春
龍（
高
4
）
平
成
29
年
6
月
24
日

高
村
　
正
憲（
高
4
）
平
成
28
年
6
月
18
日

田
中
　
偉
雄（
高
4
）
平
成
29
年
10
月
28
日

春
原
　
　
悟（
高
4
）
平
成
29
年

小
林
　
丈
志（
高
5
）
平
成
29
年
7
月
21
日

城
子
　
　
明（
高
5
）
平
成
29
年
7
月
30
日

石
坂
　
　
武（
高
6
）
平
成
29
年
4
月
4
日

滝
澤
　
征
司（
高
8
）
平
成
29
年
3
月
24
日

中
沢
　
忠
義（
高
9
）
平
成
26
年
3
月

佐
二
木
琢
磨（
高
9
）
平
成
29
年
9
月

佐
藤
　
公
戒（
高
9
）
平
成
30
年
1
月
13
日

新
井
　
佳
男（
高
10
）
平
成
29
年
11
月
16
日

西
村
　
孝
雄（
高
11
）
平
成
29
年
2
月
21
日

宮
坂
　
正
篤（
高
11
）
平
成
29
年
12
月
16
日

荒
井
　
治
和（
高
16
）
平
成
29
年
9
月
25
日

畑
　
　
彰
義（
高
19
）
平
成
30
年
1
月
8
日

相
原
　
　
哲（
高
19
）
平
成
30
年
1
月
8
日

青
木
　
茂
美（
高
21
）
平
成
29
年
4
月
4
日

大
沢
　
　
昇（
高
23
）
平
成
29
年
5
月
16
日

斉
藤
　
正
次（
高
35
）
平
成
29
年
12
月
7
日

宮
崎
　
和
憲（
高
36
）
平
成
29
年
6
月
24
日

＊

小
山
　
武
雄（
中
10
）
平
成
14
年
1
月
2
日

細
井
要
之
助（
中
17
）
平
成
19
年
6
月
20
日

宮
入
　
亮
一（
中
18‒

４
）
平
成
16
年
1
月
23
日

和
田
　
悦
雄（
中
18‒

４
）
平
成
25
年
3
月
8
日

矢
島
　
保
文（
中
18‒

４
）
平
成
24
年
12
月
16
日

林
　
　
金
二（
中
18‒

５
）
平
成
22
年

宮
下
　
昭
治（
中
18‒

５
）
平
成
19
年
10
月
3
日

清
水　
健
（
高
３
回
）
著

「
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
愛
の
誓
い

―
神
の
手
と
い
わ
れ
た
外
科
医
の

愛
の
物
語
―
」（
ほ
お
ず
き
書
籍
）

　

著
者
は
医
療
法
人
コ
ス
モ
ス
理

事
長
。
文
学
青
年
で
も
あ
っ
た
作

者
が
、
80
歳
過
ぎ
に
し
て
出
版
し

た
私
小
説
。
医
学
の
道
を
志
し
た

少
年
期
か
ら
晩
年
に
至
る
迄
の
心

臓
外
科
医
の
妻
に
対
す
る
深
い
愛

と
感
謝
の
物
語
。

　

今
、
離
婚
が
増
え
て
い
る
が
、

著
者
は
、
好
き
に
な
っ
た
人
に
は

最
後
ま
で
添
い
遂
げ
、
死
し
て

も
魂
が
引
き
合
う
よ
う
で
あ
り
た

い
と
言
う
。
こ
の
作
品
で
は
、
愛

と
生
と
死
の
哲
学
が
語
ら
れ
て
い

る
。若
い
人
に
も
一
読
を
薦
め
る
。

（
副
会
長
・
高
山
吉
富
）

児
島　
保
彦
（
高
８
回
）
著

「
儲
か
る
会
社
は
人
が
１
割
、
仕

組
み
が
９
割
」（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

　

独
特
な
論
の
展
開
に
目
か
ら
鱗

が
落
ち
た
―
こ
れ
が
読
後
の
正
直

な
感
想
で
し
た
。
副
題
に
「
今
い

る
社
員
で
利
益
を
２
倍
に
す
る
驚

き
の
方
法
」
と
あ
り
ま
す
。
確
実

寄
贈•

既
刊
図
書
等
紹
介

▪
共
和
支
部

支
部
長　

滝
沢　

一
男
（
高
10
回
）

期
日
：
平
成
29
年
10
月
14
日
㈯

場
所
：
篠
ノ
井
サ
ト
ウ
会
館

人
数
：
17
名

　

平
成
28
年
度
総
会
が
、
本
会
か
ら
柴

田
・
新
津
副
会
長
を
お
招
き
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
28
年
度
決

算
並
び
に
29
年
度
予
算
案
が
円
滑
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。柴
田
副
会
長
か
ら
は
、

念
願
の
同
窓
会
館
建
設
の
進
捗
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
楽
し
み

に
し
て
い
た
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

人
気
急
上
昇
の
新
津
副
会
長
と
柴
田
副

会
長
も
加
わ
り
、
高
５
～
37
回
生
が
年

の
差
32
歳
も
何
の
そ
の
、
会
話
が
弾
み

ま
し
た
。
時
は
二
時
間
半
が
経
過
し
、

「
校
歌
・
応

援
歌
」
を
全

て
歌
い
ま
し

た
。
各
人
が

往
時
を
偲
び

歌
う
様
は
、

同
窓
会
な
ら

で
は
の
表
徴

で
あ
り
ま
し

た
。
余
韻
残

る
中
、
惜
別

の
念
を
胸
に

解
散
し
ま
し
た
。

（
報
告　

副
支
部
長　

野
口
弘
夫
（
高

15
回
））

▪
中
津
支
部

支
部
長　

山
崎　

光
幸
（
高
11
回
）

期
日
：
平
成
29
年
10
月
21
日
㈯

場
所
：
山
崎
屋

人
数
：
11
名

　

来
賓
と
し
て
本
会
よ
り
柳
沢
副
会
長

に
御
出
席
い
た
だ
き
、
総
会
を
開
催
。

副
会
長
か
ら
中
高
一
貫
の
優
秀
な
生
徒

が
育
ち
つ
つ
あ
り
大
い
に
期
待
で
き
る

こ
と
、
ま
た
同
窓
会
館
の
建
設
が
順
調

で
、
在
校
生
に
も
利
用
し
て
も
ら
う
予

定
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
夢
の
あ
る
活
用

案
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
計
決
算
等
議
事
承
認
後
の
懇
親

会
で
は
、
先
輩
後
輩
の
い
い
関
係
を
保

ち
つ
つ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
共
有
で
き
ま
し
た
。
当
支

部
の
会
員
は

90
余
名
で
す

が
、
一
年
に

一
度
ぐ
ら
い

は
校
歌
を
歌

い
屋
高
健
児

に
戻
る
の
も

い
い
も
の
で

す
。
来
年
は

多
く
の
ご
参

加
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
報
告　

事
務
局
長　

北
村
憲
一
（
高

18
回
））

▪
静
岡
県
支
部

支
部
長　

飯
島　

庸
男
（
高
22
回
）

期
日
：
平
成
29
年
10
月
21
日
㈯

場
所
：
下
田
市
蓬
莱
館

人
数
：
４
名

　

台
風
21
号
の
接
近
中
に
も
拘
わ
ら

ず
、
下
田
市
の
宿
舎
「
蓬
莱
館
」
に
４

名
が
集
合
し
、
第
14
回
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

昨
年
と
同

様
、
南
澤
さ

ん
、
渡
辺
さ

ん
、
楠
山
さ

ん
、
石
川
さ

ん
、飯
島
で
、

下
田
の
海
の

幸
を
い
た
だ

き
な
が
ら
近

況
報
告
し
、
高
校
時
代
を
思
い
出
し
校

歌
合
唱
と
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
下
田
在
住
の
楠
山
久
仁
子
さ

ん
が
、
地
域
密
着
型
で
孤
食
を
防
ぐ
目

的
で
、
子
供
さ
ん
や
お
年
寄
り
の
為
に

食
堂
（
こ
ど
も
食
堂
）
を
始
め
ら
れ
た

こ
と
が
地
元
の
新
聞
に
連
載
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
会
と
し
て
何
か
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
熱

海
で
15
回
支
部
総
会
の
開
催
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。（
四
面

下
段
に
掲
載
）

▪
川
中
島
支
部

支
部
長　

飯
田　

洋
一
（
高
13
回
）

期
日
：
平
成
29
年
11
月
11
日
㈯

場
所
：
川
中
島
公
民
館
分
館

人
数
：
16
名

　

本
会
よ
り

徳
永
事
務
局

長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、

総
勢
16
名
に

て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立

ち
、
監
事
小

林
徳
多
氏
に

黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
続

い
て
支
部
活
動
報
告
と
会
計
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改
選
の

年
に
当
た
り
、
新
体
制
の
役
員
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
野
本
靖
市
議
会
議
員
に

よ
る
市
政
報
告
、
そ
し
て
本
部
か
ら
の

母
校
の
近
況
報
告
と
同
窓
会
館
が
12
月

半
ば
に
竣
工
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
演
は
「
サ
ッ
カ
ー
が
描
く
夢
」
と

題
し
て
徳
永
事
務
局
長
の
エ
ル
ザ
時

代
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
熱
い
思
い
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
懇
親
会
は
自
己

紹
介
の
後
、
母
校
に
ま
つ
わ
る
話
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
会
員
相
互
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
報

告　

副
支
部
長　

西
澤
修
一（
高
17
回
））

▪
篠
ノ
井
支
部

支
部
長　

渡
辺　

一
正
（
高
７
回
）

期
日
：
平
成
29
年
11
月
12
日
㈰

場
所
：
サ
ト
ウ
会
館

人
数
：
14
名

　

本
会
よ
り
高
山
副
会
長
を
お
迎
え
し

て
開
催
。
役

員
、
会
員
を

含
め
計
14
名

の
参
加
。
始

め
に
高
山
副

会
長
よ
り
、

同
窓
会
館
建

設
の
進
捗
状

況
、
会
館
の

付
属
設
備
に

関
わ
る
上
乗

せ
寄
付
の
お

願
い
、
各
学
年
の
名
簿
の
整
備
（
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
開
催
に
拠
る
成
果
）、

屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
・
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
春
中
高
一
貫
の
初
め
て
の
生

徒
が
卒
業
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
真
価

が
問
わ
れ
る
と
の
お
話
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
先
輩
後
輩

の
世
代
を
超
え
て
大
変
楽
し
い
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後

に
、
校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
て
万
歳
三

唱
後
散
会
。

　

こ
う
し
た
各
支
部
で
の
活
動
が
お
世

話
に
な
っ
た
母
校
へ
の
恩
返
し
に
な
る

と
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

（
報
告　

佐
藤
幸
男
（
高
28
回
））

▪
杭
瀬
下
・
新
田
支
部

支
部
長　

池
田　

均
（
高
14
回
）

期
日
平
成
29
年
11
月
21
日
㈫

場
所
：
杭
瀬
下
公
民
館

人
数
：
11
名

　

本
会
よ
り

地
元
の
大
西

副
会
長
の
ご

出
席
を
い
た

だ
き
開
催
。

冒
頭
、
逝
去

さ
れ
た
会
員

の
皆
様
の
黙

祷
、
支
部
長

挨
拶
と
続

き
、
大
西
副

会
長
よ
り
、

本
会
の
様
子
―
特
に
同
窓
会
館
建
設
に

関
わ
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内

容
は
今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
り
、
12
月

10
日
の
内
覧
会
、
事
務
局
の
移
動
等
念

願
の
同
窓
会
館
の
完
成
に
大
き
く
夢
が

膨
ら
む
も
の
で
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
懇
親
会
は
長
時
間
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
校
歌
を

斉
唱
し
終
り
ま
し
た
。（
報
告　

事
務

局
長　

太
田
政
夫
（
高
15
回
））

▪
倉
科
支
部

支
部
長　

原　

勝
栄
（
高
15
回
）

期
日
：
平
成
29
年
11
月
30
日
㈭

場
所
：
倉
科
公
民
館

人
数
：
12
名

　

本
会
よ
り

赤
地
会
長
に

ご
出
席
い
た

だ
き
開
催
し

ま
し
た
。
事

業
報
告
、
会

計
報
告
に
続

い
て
役
員
の

改
選
が
承
認

さ
れ
来
年
度

の
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

赤
地
会
長
か
ら
は
、
同
窓
会
館
建
設
に

つ
い
て
寄
付
金
を
含
め
た
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

同
窓
会
員
で
も
あ
る
市
会
議
員
の
原
利

夫
氏
よ
り
、
千
曲
市
の
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
入
り
、
会
員
相
互
の
近
況

や
母
校
の
話
題
な
ど
で
和
や
か
な
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
校

歌
を
合
唱
し
、
同
窓
会
の
今
後
の
発
展

と
会
員
の
健
康
・
活
躍
を
願
っ
て
の
万

歳
三
唱
で
散
会
し
ま
し
た
。

第
32
回
鳩
十
六
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

期
日
：
平
成
29
年
９
月
15
日
㈮

場
所
：
ウ
ィ
ー
ゴ
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

参
加
：
９
名

優 

勝 

者
：
町
田　

和
夫

準
優
勝
者
：
寺
沢　

欣
哉

三　
　

位
：
小
林　
　

武

（
報
告　

小
林　

武
）

第
62
回
屋
代
同
窓
会
コ
ン
ペ

期
日
：
平
成
29
年
10
月
12
日
㈭

場
所
：
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

参
加
：
42
名

優 

勝 

者
：
寺
澤　

啓
二

準
優
勝
者
：
飽
田　

次
雄

三　
　

位
：
加
藤　

芳
孝

（
報
告　

小
林　

武 

（
高
16
回
））

千
曲
鳩
会
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
：
平
成
29
年
11
月
10
日
㈮

場
所
：
千
曲
高
原
ゴ
ル
フ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

納
会
：
稲
荷
山
温
泉
杏
泉
閣

参
加
：
28
名

　

平
成
29
年
度
納
会
が
、
同
窓
会

長
赤
地
憲
一
先
生
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
平
成
12
年
創
設
以
来
、

登
録
会
員
数
八
十
余
名
、
平
均
年

齢
70
？
歳
の
、
四
肢
に
若
干
の
不

自
由
あ
れ
ど
も
意
気
高
し
。
色
気

も
ト
キ
メ
キ
も
人
一
倍
の
夢
追
い

人
達
が
、
年
間
９
回
開
催
の
ゴ
ル

フ
を
通
し
て
親
睦
を
図
り
、
我
等

が
魂
の
故
郷
へ
の
郷
愁
と
愛
惜
の

想
い
を
、
一
定
の
浄
財
を
募
る
こ

と
で
、
母
校
発
展
の
一
助
に
資
す

る
が
活
動
の
理
念
。

　

さ
れ
ど
も
近
年
高
齢
化
は
否
め

ず
、
会
員
募
集
中
。
昔
日
の
面
影

残
す
健
児
ら
よ　

来
た
れ
！　

忖

度
も
配
慮
も
無
用
、
一
切
の
排
除

無
し
。
門
戸
は
常
時
開
放
中
。

（
報
告　

村
上　

巖 

（
高
11
回
））

ご 

芳 

志 

御 

礼

　
本
年
度
は
次
の
団
体
か
ら
ご
芳

志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

★
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

◎
高
24
回�

10
万
円

◎
高
56
回�

10
万
９
、５
０
０
円

◎
高
25
回�　

５
万
１
、１
０
０
円

◎
高
37
回�　

７
万
９
、３
３
０
円

◎
高
47
回�　

７
万
９
、４
４
０
円

◎
高
26
回�　

５
万
８
、０
０
０
円

◎
高
38
回�

10
万
８
、５
０
６
円

◎
卒
寿
鳩
会�

５
、０
０
０
円

　
（
関
連
記
事
第
三
面
・
第
四
面
）

★
会
館
寄
付
指
定

◎
高
24
回
有
志
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
と
は
別
）�

10
万
円

◎
「
さ
ら
し
な
自
然
の
会
」

　

屋
代
高
校
生
物
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

５
万
円

◎
屋
代
高
校
吹
奏
楽
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
会
（
奏
鳩
会
）�

５
万
円

◎
東
京
鳩
九
会�

３
万
円

◎
千
曲
鳩
会�

10
万
円

◎
高
28
回�

10
万
７
、３
０
５
円

平
成
30
年
度
定
期
総
会 （
予
定
）

・
期
日　

平
成
30
年
５
月
26
日
㈯

・
時
間　

総
会　

15

：

00
～

・
会
場　

鳩
陵
会
館

・
懇
親
会
場　

稲
荷
山
杏
泉
閣

に
利
益
を
出
し
続
け
る
会
社
に
す

る
た
め
の
第
一
歩
は
、「
人
材
と

い
う
幻
想
を
追
い
求
め
な
い
」
こ

と
だ
と
い
う
。
逆
転
の
発
想
に
満

ち
た
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
筆

者
に
拠
る
、
ま
さ
に
驚
き
の
指
南

書
。�

（
相
談
役
・
徳
嵩
芳
夫
）

山
本　
直
哉
氏
（
高
７
回
）

ふ
る
さ
と
自
費
出
版
大
賞
最
優
秀

賞
（
文
芸
・
創
作
部
門
）
受
賞

　

全
国
新
聞
社
出
版
協
議
会
主
催

の
「
ふ
る
さ
と
自
費
出
版
大
賞
」

が
平
成
29
年
10
月
24
日
に
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
中
で
、
本
校
Ｏ
Ｂ
山

本
直
哉
氏
（
高
７
回
）
の
「
松
花

江
を
越
え
て
」
が
文
芸
・
創
作
部

門
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
こ

の
作
品
は
山
本
氏
の
実
体
験
が
基

に
な
っ
て
お
り
、
敗
戦
後
の
旧
満

州
か
ら
の
悲
惨
な
逃
避
行
の
様
子

が
赤
裸
々
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

伊
豆
新
聞

「
地
域
の
輪
　
こ
ど
も
食
堂
」

（
静
岡
県
支
部　
楠
山
久
仁
子
氏

（
高
30
回
））

　

下
田
市
吉
佐
美
の
住
民
交
流
サ

ロ
ン
「
わ
ん
さ
花
」（
楠
山
久
仁

子
代
表
）
は
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
人
と
食
事
を
通
し
て
交
流

で
き
、
孤
食
を
防
ぐ
「
子
ど
も
食

堂
」
を
今
年
の
３
月
か
ら
月
１
回

の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
て
い
る
。

　

参
加
者
は
毎
回
15
人
の
定
員
を

上
回
り
、
こ
の
ほ
ど
実
施
し
た

４
回
目
は
定
員
を
20
人
に
増
や
し

た
。
約
半
数
は
高
齢
者
で
楠
山
代

表
は
「
大
勢
で
食
事
を
す
る
機
会

の
少
な
い
高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
地
域
に
定
着
し
て
き
た
」
と

話
し
た
。
こ
ど
も
食
堂
は
安
価
に

食
事
を
提
供
し
孤
食
を
防
ぐ
取
り

組
み
。
同
施
設
は
共
働
き
の
家
庭

の
子
ど
も
が
独
り
に
な
り
が
ち
な

休
日
の
昼
食
を
月
に
一
回
提
供
し

て
い
る
。
農
家
な
ど
の
協
力
が
あ

り
食
材
は
ほ
と
ん
ど
地
場
産
品
。

※
静
岡
県
支
部
の
飯
島
様
提
供
の

伊
豆
新
聞
・
読
売
新
聞
な
ど
の

記
事
を
中
心
に
事
務
局
で
編

集
し
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

　

中
澤
　
政
好
氏
（
高
10
回
）

旭
日
双
光
章

　

内
山
　
富
之
氏
（
高
17
回
）


